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，＆噴
侈 下< ）- IS ごもな っ ている。攻 場 らn 弘･- 吏仁澱 粉'^,構

互 を細 べ" %   a 的V'M 心ヽ t K'酵 素り 用い1  葦杯澱 粉 を分 解レ そ'^ 禾座解知 分 の精 査i  細べ,

岐 び降フ ミロ ？n  A- ン 区一分が，時 素iヽ(1-T  ミロ-  ヌ,区冷 が゙冷 解z  れ･（ く いこt  を報 告しr<。

更に 県仁 心機 構 を 禰 ⌒し^ g  6い 九゙ 捧防ふ剤 を用 い「' 互仁瀬浙 の直 おヽ 」こざ 妨 素･ ̂分 解反訟･･･

残廬・楕 瓦 を調べ犬 。

旨漢　 試竹叫 嘔ば， コーン%  ^ 一十!-,　① ふヨ肩Ha  Rχ崎 エース 子vf ホ カo ,   ＠n 一弘両沸加I

R）外廓ｶﾛ ・ 洛 懸濁束 を沸 騰蕩 よﾆｸーﾞゆ冷防 そ循夥月拓 レ， オ-   I-   クレ ーr  vヽ μ･ 乙，＼t 分N ＼糊払

しf' ̂い を －2.a 'い 湧顛 一解疎 を/0  I礼 な 回乙 之り之 レ剌 ぐ ゼ:, エータ ／－･レt。デ包I-   シ

で 艇か粉 乳t. し 仁。 ニれりり 式籾 をB  />   P  球r 糊接 友 を，電火 浦 虹μ汁･ ヨウ 棄斡 合 号ii冽

良 しV- 。 一々 こ･  ̂ 尨仙澱 粉 左 ＼i 嘔jit映 あヽ よV-" 7" >レコ アミう ーぜ（ 卵A ）,    β －1 V     う 一々ヽ`

゛7りレラr  ーぜc  うA  p  ）を 弔い-? そ れぞれ や ～おﾂ･ 分解 ぐ･(£， 々・ 柴舟解残 凌 をイｙ ア

リシー-e.゙て' 枝 哺 リレ 々’鎖 長分布 を調 べ丿こ。

鱈呆　 各拭 齢・B  yA   P l- ぶ^,袱 硝仁 作，t，ショ糖 脂 敗酸 エス？･レ燦加<  芦,壕加 くn 一弘爾

赤加 。ヽ暇r'  めリ ，電点 滴足^!t% 果 け ヨ々秀･  ̂結 きレ ウゐマ}   ロ･一入含 量H- 発,庸ｶりn-Bi< ボ

専加t  も"り 昿フリ）ゐ^  ･sH  レ ，シ3  躊fl%敗酸 エス レヽ赤ｶﾛT'  IJ- It /八 り '/,残り 心’%    ≪iアぷ

ロー入Iり り 争 心 苓合 ヤイV くリ ドI-  ョ琥Ra 欣爾恥 スり レfc IS < K 冷ヽ｛ て →ヽ 芯心! 秀 え

^ ,    "a f)ヽ，政r･ヽ i. が 孵 青r. よゐ 禾奇 解部 冷･ヽ 捧 瓦をi^ま しT-. ii 果 払合 わ*t て 柾 告すう。
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a  同　 癩者 ら は ，前 回 右ち.    う る ち ち,米 を ／,   2  年^ 温 に 貯 蔵 レた縁 の ア リ

hi ま. 米 紺 でlit'  ち, う る巧 求 ども前 単 に雌 し て最 萬釦 生か 大l ホ レ た。 こ の源 因 に つ い

イ ば 米狐 か こ廣 ま賊 る ワ ソベ ク質,  脂 勧 唄ヽ 字蔵 今 に 変 化 レ 澱 粉 の膨 潤 乞押 え る作 用 が 低

T  t  る こ い 更 に ，貯 蔵 申 に 繕 条側 生川 氏″Fし ，澱 粉 へ の作 明 が弱i り 粕 性 か 丸 ヒ な る こ

と を 報 居 レ れ。 本蘇x は 貯蔵 し た もち パ ）^ り 米 め理 化ぎ 枝 に つい て 爽,験 を試 み た・

方 砥　^ 乃 米( こ 加 ね も ち ）, う ろ 弓 米{ サ サニヅ ペ ）a  拶.   s` ダ,  ダぶ 年産 を 用 い

靫。 もち ， つ る り 蓼ｦ ≒/ アy ぼ 本 欠ぜ で調 整 し 化。 一般 成 分 ，糖 類 ，ア,レ カ ソ 泉,  酵 集活

性,  a  ウ 県4  収 曲 線,    T ミ ロ ヷ ラ フ 寄 で理 化 き 性 を測 走 しf:  。 な 刹,    i *?  ,　う る方 米 ヒ ＆

糾 耳自 ぶz 耳 貯 蔵 米,    タタ 年Ji:|t  I 署 貯 蔵 米 ， 万 年;S  は 菊 米 ヒ それ す れ 呼 ぶ･

鯖 果　 し 水 分,  粗7 ン ぱ フI ，粗 脂時.  蒸 分音 量 でヽ は.  t  ち,  ･) いﾗ 米 の 莉 札　 ト

え 耳 貯 蔵 米 とi  ,  司程 蔑 で貯 蔵 に よ る量 的 な 変化 は み りれ な らf'- 。2. 億 類 で は ，t バシ

， う ろ ラ 蓼 ヒも 菊 米 に 比 しt    /   ,    2 茸 貯 蔵 米 は 還 元 穐 ， ショ 糖 加増 加 。傾 向 を か じ れ。3

・7  り 川 泉 で は.   i 乃 ， う る 乃 米t も 新 米,に 比 し て 貯蔵 レTc    ／,    2 耳 米 ヵ哺 く ，こ<n  i.

いJ  t 粒 中 に 含 まれ る 種 マ の 酵 転 こよ っ て ，澱 粉 ，タ ノノり 嘆,  脂 賓 等 加 分 解 レre た め ヒ

名 え る 。4-.  醇 系活 性 で■il，i,一句,     ウ ろ 巧米 ヒt 莉 米 ぼ ／,  2  年 貯 蔵 米 よ り 函 く ，特 に ＆

ちt で 高い 俵を ホし た 。5.  mm  in ヨ ウ 系吸 収 曲線 で は.   最 大 吸 収 液長 はi  ち 米 で は か夕

0    タIOA. ， う ろ ち 米で は 乙en)  'Ji,-,.ｲて辻 に み ら れた 。 ま た,      fe  ち,     つ ろ 巧 米,ど も 菊 米,    貯ﾉ或

私 によ る 差嘆 は お らず, リ カヽ つ た 。 吸 九庫 ぺヽ` ば 骸 米 より 貯蔵 米,り  ダ 弟↑ 仏,診 っ れ 。


